
復興と廃炉の

両立に向けた

福島の皆さまへの

お約束

復興と廃炉の

両立に向けた

福島の皆さまへの

お約束

東京電力ホールディングス株式会社



2020年3月
東京電力ホールディングス株式会社

　当社原子力事故により、今なお、発電所周辺の皆さま、福島県の皆さま、そして

広く社会の皆さまに大変なご迷惑とご心配をおかけしておりますことを深く

お詫び申し上げます。 

　昨年末には、福島第一原子力発電所の中長期ロードマップが改訂されると

ともに、福島第二原子力発電所の廃炉の実施に係る協定を関係自治体の皆さまと

締結させていただきました。私たちは、両発電所の廃炉を安全かつ着実に

進めると共に、「復興と廃炉の両立」に向けて全力を尽くしてまいります。

　福島の復興を加速していくには、この地で廃炉関連産業が活性化し、雇用や

技術が生まれ、その成果が他の地域や産業に拡がっていくことが重要と考えて

います。私たちはよりオープンで透明な調達や地域の人財育成に積極的に

取り組み、地元企業の皆さまと手を携えながら廃炉事業を進めてまいります。 

　そして、復興の大前提となるのは安全と安心です。私たちは地域の皆さまの

ご意見を伺いながら、安全を最優先に廃炉作業を進めると共に、より安心いた

だけるコミュニケーションを行い、地域の皆さまに信頼いただけるよう努めて

参ります。

はじめに
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復興と廃炉の両立に向けた福島の皆さまへのお約束

本書の内容は、まずは福島第一原子力発電所を中心に取り組みながら、
その知見を踏まえ、福島第二原子力発電所にも拡大してまいります。

地域の一員として、
地域の未来づくりに
努めてまいります

地域の安全・安心を
最優先に、廃炉事業を
やり遂げます

地域の皆さまにとって、
もっとひらかれた
廃炉の現場にしていきます

ひらく

つくる

やり遂げる



　廃炉事業は、これまでも多くの地元企業の皆さまに支えられてきましたが、より積極的かつ
計画的に参画いただけるよう、廃炉事業の見通しと必要な機材･技術等について、丁寧にわかり
やすくお伝えしてまいります。 

　具体的には、３ヶ年の短期的な調達計画について、よりわかりやすい形で公開いたします。
また、今後の中期的な廃炉事業の見通しについて、企業の皆さまを対象とした説明会を開催し、
一層のご協力をお願いしてまいります。

廃炉事業の今後の見通しについて、
より丁寧にわかりやすくお伝えしてまいります
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3ヶ年調達計画

中長期見通し

［ 事業見通しの積極的な公開 ］

東京電力

・3ヶ年調達計画の公開
・中長期見通しの企業向け説明会

（毎年4月目途に実施）

（2020年4月目途に開催）
至近の
取組

ひらく

1

地元企業

地元企業の皆さまから購入している機材例（コンテナ類）地元企業の皆さまから購入している機材例（コンテナ類）



立地町をはじめ、浜通り地域・福島県内の
企業の皆さまに一層ご協力いただける
オープンな環境を整備します
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［ オープンな参入環境の整備 ］
ひらく
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商談会

相談窓口

地元企業連
携

東京電力

官民合同チーム※1

イノベ機構※2

※2福島イノベーション･コースト構想推進機構
※1福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）

　廃炉事業に必要な機材･技術等について、地元企業の皆さまを対象とした商談会やご訪問を
通じ、地域との積極的なマッチングを図ってまいります。

　加えて、廃炉事業への新規参入を希望する地元企業の皆さまに対しては、専門の相談窓口を
設置すると共に、参入後のサポート体制を整えます。 

　これらの取り組みにあたっては、日頃より地元企業の皆さまのサポート等を行っている公益
社団法人福島相双復興推進機構や公益財団法人福島イノベーション･コースト構想推進機構の
ご協力をいただきながら、地域の期待に応えるものにしてまいります。

・地元企業の皆さま対象の商談会開催
・地元参入希望企業向けの相談窓口･ツールの整備

（2019年12月に第1回、2020年2月に第2回開催済）

（2020年5月目途に窓口設置）
至近の
取組

商談会の様子商談会の様子

 



地元企業（エイブル様）による1/2号機排気筒解体作業地元企業（エイブル様）による1/2号機排気筒解体作業
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つくる
地域に新たな雇用や技術が生まれるよう、
地域の皆さまと共に取り組んでまいります

［ 地元経済の基盤創造 ］

　浜通り地域の廃炉関連産業が活性化し、雇用や技術が生まれ、その成果が他の地域や産業に
拡がっていくよう、地域の皆さまのご協力をいただきながら取り組んでまいります。

　そのため、地元企業の皆さまへの積極的な発注に加え、廃炉に携わる企業・関係機関の皆さまに
発電所近傍に進出いただき、地域の一員として力をお貸しいただきたいと考えております。

　また、地元企業の皆さまには、これまでは設備の保守・点検や日常的な物品購入といった基盤的
業務を中心にご協力いただいておりましたが、加えて今後は新たな技術開発を要するモノ造り
等についても積極的にお願いして参りたいと考えております。

　中でも、遠隔操作ロボットやデブリ取出し関連技術など、今後の廃炉事業に不可欠な機器･技術に
ついて、可能な限りこの福島の地で、地域の皆さまと共に創り上げていきたいと考えております。

・企業･関係機関への進出働きかけ
・地元企業の皆さまとの協業分野･スキーム検討

（事務所は多数設置済。加えて工場やモックアップ施設等についても働きかけていく）

（継続的に実施）

発 注

進出
働きかけ

東京電力

進出

進出 その他地域

浜通り地域地元企業

他地域企業

1

至近の
取組



廃炉事業を通じ、地域の発展を担う
企業･人財の育成に努めます

［ 人財育成 ］

　地元企業の皆さまが廃炉事業を通じてより高度なノウハウを取得し、将来的に様々な地域･
事業へ進出していく一助となるよう、元請企業さまとも連携しながら最大限のサポートを
行ってまいります。

　加えて、廃炉関連の研究を行う学術機関や大学に対し、廃炉の現場をフィールドとして積極的に
提供し、福島が世界に誇る人材･技術の輩出に向けて貢献してまいります。

6

・地元企業の皆さまのニーズを踏まえた研修
・学術機関･大学との連携

（2020年度ニーズ調査　2021年度研修開始）

（共同研究について複数の大学と検討中）

つくる

東京電力

元請企業

大学等

地元企業

フィールド提供

サポート

サポート
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至近の
取組

福島第一構内での研修風景福島第一構内での研修風景
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やり遂げる

　いま、廃炉事業は大きな転換点にあります。福島第一原子力発電所は、事故後切迫した状況が
続き、目の前のトラブル対応に追われていましたが、現在は現場も安定し、今後の見通しをより
具体的に考える時期に来ています。また、福島第二原子力発電所も廃炉を決定し、進め方を検討
している段階です。

　廃炉に向けたこれからの道のりは、地域の住民･企業の皆さまにとって、これまで以上に重要な
位置づけになると考えております。私たちは、今後とも廃炉を安全･着実に進めるためのプランを
作成･更新し、皆さまにお知らせした上で、より計画的に作業を進めてまいります。

・福島第一原子力発電所　廃炉中長期実行プラン2020公表（2020年3月実施）

廃炉を安全・着実に進めるためのプランを
作成･更新し、より計画的に作業を進めていきます

［ 計画的な廃炉 ］

東京電力 中長期プラン

自治体

関係団体

地域住民

企業

1

至近の
取組

福島第二の使用済燃料プール福島第二の使用済燃料プール
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地域の皆さまの安全･安心な暮らしのため、
事故の当事者として、そして地域の一員として、
全力で廃炉事業に取り組みます

［ 地域の安全・安心の確保 ］
やり遂げる

　事故以降、多くの社員が発電所周辺に居住しながら廃炉に取り組んでいます。私たちは地域の
一員として、安全・安心に暮らせる地域を目指し、これからも全力で廃炉事業に取り組みます。

　そのために私たちは、国内外の様々なプロジェクト事例を謙虚に学び、工程遵守や品質確保
等の能力を向上させてまいります。

　また、地域の皆さまにはこれまで以上に現場をご覧いただき、率直なご意見を賜りたいと考えて
おります。私たちは、皆さまのご意見を伺いながら、より安全な廃炉作業と、より安心いただける
コミュニケーションに努めてまいります。

・福島第一原子力発電所  プロジェクト管理/安全･品質機能強化に向けた組織改編

・地域住民の皆さまによる発電所構内視察（日常的に実施）
（2020年4月実施）

ご意見・ご視察

ご意見反映
東京電力

地域の
皆さま

2

至近の
取組

福島第一構内ご視察の様子福島第一構内ご視察の様子
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